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近
代
日
本
研
究
第
十
二
巻
（
一
九
九
五
年
）

福
津
家
の
家
計
と
交
詞
社
会
計
の
新
資
料

一
九
九
四
年
夏
、
福
津
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
幾
通
か
の
福
津
諭
吉
書

翰
類
を
新
た
に
収
蔵
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
経
緯
は
す
で
に
触
れ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
平
成
六
年
明
治
古
典
会
七
夕
大
入
札
会
」
に

お
い
て
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
出
品
さ
れ
た
福
津
史
料
は

書
翰
だ
け
で
も
十
一
通
あ
り
、
そ
の
う
ち
『
福
揮
諭
吉
全
集
』
や
『
福

津
諭
吉
年
鑑
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
わ
ず
か
二
通
に
過
ぎ
ず
、

残
り
九
通
は
す
べ
て
新
史
料
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
九
通

の
う
ち
当
セ
ン
タ
ー
が
落
札
し
た
も
の
は
七
通
で
あ
る
が
、
こ
れ
も

「
明
治
名
家
書
簡
巻
」
と
題
さ
れ
た
明
治
期
十
四
名
の
著
名
人
の
書
翰

を
一
巻
に
ま
と
め
た
巻
子
本
の
う
ち
の
一
点
と
、
六
通
一
括
の
書
翰
の

二
点
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
そ
の
う
ち
の
後
者
、
六

通
一
括
の
分
で
あ
る
。

こ
の
六
通
の
書
翰
は
厳
密
に
言
え
ば
五
通
の
書
翰
と
一
通
の
覚
書
に

佐

士
心

偉

分
れ
る
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
書
翰
と
言
っ
て
も
形
式
の

整
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
連
絡
用
の
メ
モ
的
な
内
容
で
あ
っ
て
、
福
津

家
の
金
銭
出
納
に
関
わ
る
も
の
が
多
く
、
し
た
が
っ
て
そ
の
宛
先
も
福

津
家
の
家
事
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
人
物
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
六
通

全
部
が
福
津
諭
吉
直
筆
の
覚
書
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
以
下
、

そ
の
史
料
を
掲
げ
若
干
の
解
説
を
加
え
る
が
、
原
文
通
り
を
旨
と
し
て

筆
者
の
加
筆
は
句
読
点
に
留
め
た
。

そ
の

百
十
九
銀
行
宛
（
明
治
二
十
八
年
九
月
十
三
日
付
）

寸巳

金
千
六
百
円
也

右
福
津
於
錦
の
名
義
を
以
て
特
別
首
座
預
之
義
、
宜
敷
奉
願

候
。
以
上
。
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九
月
十
三
日

百
十
九
銀
行

福
津

論
吉

御
中

こ
れ
は
書
翰
の
形
式
を
と
っ
て
は
い
る
が
、
要
件
の
み
を
記
し
た
覚

書
で
あ
る
。
宛
先
の
百
十
九
銀
行
は
、
福
津
が
明
治
十
八
年
か
ら
三
十

一
年
に
か
け
て
自
ら
記
録
し
た
金
銭
の
出
納
簿
『
諸
口
差
引
大
帳
』
に
、

「
第
百
十
九
銀
行
即
ち
三
菱
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
「
出
の
部
」
の
明
治

二
十
八
年
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
に

九
月
十
四
日

千
六
百
園

お
錦
名
義
に
て

同
断

（

1
）
 

と
あ
る
。
「
同
断
」
は
そ
の
前
文
七
月
九
日
の
条
に
「
特
別
首
座
預
け

に
て
」
と
あ
る
か
ら
、
金
額
、
名
義
人
、
預
金
種
類
が
第
一
の
書
翰
に

一
致
し
、
日
付
が
書
翰
の
翌
日
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
書
翰
は
明
治
二
十
八
年
の
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
お
錦
名
義
の
特
別
首
座
預
金
と
し
て
は
、
同
二
十
八
年
十
月
三

十
一
日
付
で
五
千
円
と
い
う
の
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
の

宛
名
不
明

（
明
治
三
十
年
十
月
？
二
十
二
日
付
）

一
料
理
を
萱
円
三
十
銭
と
命
し
た
る
よ
し
ニ
承
候
得
共
、
物
価
騰

〔計〕

貴
之
時
節
柄
壱
円
五
十
銭
ニ
致
度
、
宜
敷
御
取
斗
奉
願
候
。

一
案
内
ニ
尚
忘
れ
た
る
者
あ
る
が
如
し

三
一
輪
光
五
郎

小
杉
轍
之
助

〔甥〕

恒
さ
ん
の
弟
金
杉
英
五
郎

此
外
矢
野
文
雄
さ
ん
ハ

案
内
し
た
る
や
否

一
ゑ
び
す
ビ
ー
ル
を
凡
百
人
前
、
紅
葉
館
一
一
持
出
候
ゃ
う
、
是
亦

御
取
斗
奉
願
候
。

一
昨
夜
来
差
支
之
向
ハ
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此
節
出
府

病同同旅
気断断行

井久岩肥鈴
上保崎田木
角
五扶久一昭千
郎桑也雪作巻

問

先
ツ
ケ
様
一
一
御
座
候
。
以
上
。

二

十

二

朝

諭

吉

こ
の
書
翰
は
宛
名
が
切
り
取
ら
れ
、
発
信
年
月
も
不
明
で
あ
る
が
、

書
翰
の
文
面
か
ら
百
名
以
上
の
客
を
招
待
し
て
の
宴
会
で
あ
る
か
ら
、

明
治
二
十
年
代
末
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
、
二
十
三
一
、
四
日
ご
ろ
に

開
催
さ
れ
た
大
宴
会
を
全
集
の
年
譜
に
よ
っ
て
当
っ
て
み
る
と
、
明
治

三
一
十
年
十
月
に
広
尾
の
別
邸
で
園
遊
会
が
催
さ
れ
て
い
る
の
に
気
付
く
。

そ
の
案
内
状
は
十
月
十
五
日
付
で
活
版
印
刷
に
よ
っ
て
発
送
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
雨
天
の
場
合
は
翌
二
十
四
日
に
順
延
と
あ
る
が
、
そ
の
予
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測
通
り
雨
が
降
っ
て
園
遊
会
は
二
十
四
日
に
聞
か
れ
て
い
る
。

当
日
の
記
録
は
十
月
二
十
六
日
（
火
）
の
『
時
事
新
報
』
（
五

O
四
七

号
）
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
前
日
の
雨
で
道
路
も
わ
る
く
曇
り
が
ち
の

天
気
だ
っ
た
が
、
午
後
一
時
の
開
会
時
刻
よ
り
続
々
と
来
会
者
が
あ
り

三
百
余
名
も
集
ま
っ
た
と
あ
る
。
来
会
者
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る

の
は
三
十
名
ほ
ど
で
（
例
え
ば
木
村
芥
舟
、
田
中
不
二
麿
、
小
村
寿
太

〔食〕

郎
、
三
井
八
郎
次
郎
、
長
与
専
斎
、
ナ
ッ
プ
、
ド
ロ
ッ
パ
ー
ス
、
諭
吉

溶
等
）
、
一
名
の
婦
人
を
も
交
え
な
い
「
清
淡
」
な
会
合
で
あ
っ
た
と

い
う
。
出
席
者
の
な
か
に
右
の
書
翰
に
記
さ
れ
て
い
る
三
一
輪
光
五
郎
や

矢
野
文
雄
等
の
氏
名
は
見
当
ら
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
な
お
、
金
杉

英
五
郎
の
頭
註
に
「
恒
さ
ん
の
弟
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
恒
さ
ん
の

甥
」
と
す
る
の
が
正
し
い
。
金
杉
恒
は
千
葉
県
出
身
の
内
務
官
僚
だ
っ

た
が
子
供
が
な
か
っ
た
の
で
兄
の
子
、
英
五
郎
を
養
嗣
子
と
し
て
い
た
。

英
五
郎
は
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
彼
地
で
耳
鼻
咽
喉
科
医
学
を
学
び
、
斯

学
を
日
本
に
伝
え
た
著
名
な
医
師
で
、
の
ち
貴
族
院
議
員
と
な
る
。
福

津
は
親
友
長
与
専
斎
の
還
暦
賀
宴
に
祝
文
を
贈
っ
た
が
、
そ
の
二
日
前

（
明
治
三
十
一
年
九
月
二
十
六
日
）
に
脳
出
血
症
に
よ
り
倒
れ
出
席
で

き
な
か
っ
た
の
で
そ
の
祝
文
を
福
津
に
代
り
朗
読
し
た
の
が
金
杉
英
五

郎
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
日
の
園
遊
会
は
何
か
特
別
の
目
的
が
あ
っ
た
の
か

ど
う
か
、
そ
の
開
催
趣
旨
は
も
と
よ
り
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
三
十
年

上
半
期
は
慶
腹
義
塾
に
と
っ
て
あ
る
意
味
で
は
、
そ
の
存
廃
問
題
が
真

剣
に
討
議
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
て
、
経
営
不
振
の
大
学
部
を
廃
止

し
て
資
金
難
を
解
消
し
よ
う
と
し
た
塾
長
小
幡
篤
次
郎
や
評
議
員
中
上

川
彦
次
郎
の
意
見
に
対
し
、
社
頭
福
津
諭
吉
は
真
向
か
ら
反
対
し
た
た

め
小
幡
は
塾
長
を
辞
任
し
、
後
任
の
塾
長
は
半
年
以
上
不
在
で
あ
り
そ

の
聞
社
頭
の
福
揮
が
塾
務
を
見
る
と
い
う
異
常
事
態
に
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
八
月
の
こ
と
で
、
同
月
、
評
議
員
会
は
新
た
に
基
金
を
募
集
し

て
大
学
部
を
拡
張
し
て
慶
麿
義
塾
の
主
体
と
す
る
案
を
発
表
し
、
幼
稚

舎
か
ら
大
学
ま
で
の
一
貫
教
育
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
時
期
に
企
画
さ
れ
た
園
遊
会
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
会
合
は
義
塾
社

中
を
挙
げ
て
学
制
改
革
に
協
力
す
る
体
制
づ
く
り
の
集
会
と
見
る
こ
と

も
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
意
味
あ
い
か
ら
右
の
書
翰
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
料
理
の
単
価
に
ビ
ー
ル
の
本
数
や
、
招
待
者
名
簿
の
確
認
に
い

た
る
ま
で
、
社
頭
の
福
津
が
直
接
指
示
を
下
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
想
像
さ
れ
る
。

そ
の
三
交
詞
社
会
計
局
宛
（
年
未
詳
八
月
十
二
日
付
）

別
紙
之
通
り
之
次
第
一
一
市
花
を
贈
度
候
－
一
付
而
者
生
花
な
れ
ハ
凡

弐
円
。
作
花
な
れ
ハ
三
円
位
之
虚
三
間
可
然
哉
。
何
れ
一
一
而
も
宜
敷

御
取
斗
安
藤
氏
之
宅
へ
届
け
度
奉
願
候
。
以
上
。

八

月

十

二

日

諭

吉

交
詞
社
会
計
局
御
中

尚
以
二
円
三
一
円
一
一
而
見
苦
し
け
れ
ば
今
少
し
大
く
し
て
も
不

苦
候
。
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冒
頭
の
「
別
紙
」
は
遣
さ
れ
て
い
な
い
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
「
安

藤
氏
」
へ
花
を
届
け
て
く
れ
る
こ
と
を
、
交
詞
社
の
会
計
局
に
依
頼
し

た
文
面
で
あ
る
。
「
安
藤
氏
」
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
は
不
明
で

あ
る
。そ

の
四

岡
本
貞
然
宛
（
年
未
詳
八
月
十
九
日
付
）

第
六
銀
行

2
別
紙
之
通
申
参
候
ニ
付
、
其
人
を
そ
の
ま
L
交
詞

〔
委
細
〕

社
へ
差
出
し
候
。
宜
敷
御
取
斗
奉
願
候
。
い
才
之
義
ハ
木
原
承
知

之
事
ゆ
ゑ
同
人
江
御
申
聞
奉
願
候
。
要
用
の
み
。
勿
々
如
此
御
座

候
。
頓
首
。

八
月
十
九
日

岡

本

様

尚
以
老
生
も
午
後
ハ
出
社
之
積
一
一
御
座
候
。

以
上
。

諭

士
口

宛
先
の
岡
本
は
明
治
十
二
年
か
ら
交
詞
社
の
創
設
に
関
わ
り
、
同
十

五
年
に
時
事
新
報
が
発
刊
さ
れ
た
後
は
、
新
聞
社
の
庶
務
を
担
当
し
て

い
た
人
物
で
、
明
治
十
五
、
六
年
ご
ろ
は
時
事
新
報
社
の
給
仕
の
よ
う

な
こ
と
を
し
て
い
た
と
い
う
西
谷
虎
治
の
回
想
談
に
よ
る
と
、
「
貞
休
…

君
は
当
時
先
生
の
秘
書
兼
福
津
家
執
事
と
い
ふ
格
で
、
内
外
何
呉
と
雑

（

3
）
 

用
を
排
じ
て
ゐ
た
や
う
だ
。
」
と
あ
る
。
こ
の
書
翰
は
筆
跡
か
ら
見
て

明
治
十
五
、
六
年
ご
ろ
と
い
う
ほ
ど
早
く
は
な
く
、
一
括
さ
れ
て
い
る

他
の
書
翰
類
と
ほ
ぼ
同
年
代
の
も
の
と
見
た
い
。
福
島
第
六
銀
行
は
福

津
が
自
己
の
資
金
を
預
け
て
い
る
主
要
銀
行
の
一
つ
で
あ
り
、
現
に
、

（

4
）
 

第
六
銀
行
宛
の
福
津
書
翰
は
＝
一
通
『
全
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
て
、
第

一
の
書
翰
で
引
用
し
た
『
諸
口
差
引
大
帳
』
に
も
「
第
六
銀
行
」
の
項

（

5
）
 

目
が
あ
る
。
こ
の
第
六
銀
行
か
ら
き
た
「
別
紙
」
が
遣
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
大
帳
の
記
載
と
つ
き
合
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ

る
。
「
木
原
」
は
次
の
書
翰
で
ふ
れ
る
。
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そ
の
五

木
原
寅
吉
宛

（
年
月
日
未
詳
）

来
客
断
り
追
て

伊一津
藤東田
茂｝

右純
衛一
門

右
両
名
唯
断
申
参
候
。

又
別
一
一
思
出
し
案
内
致
度
も
の
ハ

笠

原

恵

依
田
今
朝
蔵

宜
敷
御
願
申
し
候
。

諭

士
口

木
原

様

こ
の
書
翰
は
発
信
年
月
日
を
欠
く
も
の
で
あ
る
が
、
内
容
か
ら
み
て
、

あ
る
会
合
の
出
欠
に
つ
い
て
の
連
絡
メ
モ
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
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宛
先
の
「
木
原
」
は
第
四
の
書
翰
に
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
、
六
人
詞
社
の

会
計
局
に
勤
務
し
て
い
た
木
原
寅
吉
と
思
わ
れ
、
交
詞
社
の
会
計
の
任

に
あ
る
と
同
時
に
福
津
家
の
金
銭
出
納
の
事
に
当
っ
て
い
て
、
既
述
の

『
諸
口
差
引
大
帳
』
（
明
治
十
八
年
4

’
三
十
一
年
）
や
同
じ
よ
う
な
内
容

の
『
金
銭
出
入
帳
』
（
明
治
二
十
四
年
工
二
十
年
）
に
は
、
五
十
ヶ
所

以
上
に
わ
た
っ
て
そ
の
名
前
が
記
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
福
津
家
の

不
動
産
関
係
の
金
銭
の
出
し
入
れ
、
税
金
の
支
払
等
を
行
な
っ
て
い
る
。

明
治
二
十
八
年
九
月
二
十
九
日
付
鏑
木
誠
宛
の
福
津
書
翰
に
は
、
鏑
木

が
あ
る
土
地
を
購
入
し
よ
う
と
し
て
そ
の
土
地
の
鑑
定
を
福
揮
に
依
頼

し
て
き
た
が
、
自
分
は
土
地
の
こ
と
は
不
案
内
だ
か
ら
「
其
筋
の
者
」

〔寅〕

へ
申
付
け
て
お
い
た
と
し
て
、
「
木
原
虎
吉
と
申
て
拙
宅
へ
出
入
、
家

（

6
）
 

人
同
様
に
雑
事
を
取
扱
ふ
も
の
な
り
」
と
木
原
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ

の
一
括
さ
れ
た
書
翰
類
は
明
治
二
十
七
、
八
年
か
ら
三
一
十
年
ご
ろ
に
か

け
て
の
既
述
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
二
十
八
年
に
お
け
る
木
原
寅
吉
は
、

十
五
、
六
年
ご
ろ
の
岡
本
貞
然
に
準
ず
る
仕
事
を
福
津
に
任
せ
ら
れ
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
六

月
見
室
田

（
明
治
二
十
七
年
九
月
カ
）

百
弐
拾
三
円

福
津
諭
吉
生
命
保
険

福
津
三
八
教
育
同
断

合
て
右
之
高
毎
年
九
月
七
日
掛
ふ
所
、
本
年
ハ
諭
吉
之
分
の
み

案
内
し
て
三
八
之
事
ハ
無
沙
汰
な
り
。
加
之
過
日
何
か
割
一
戻
等

之
義
一
一
付
云
々
申
し
来
候
得
共
、
詳
な
る
説
明
な
き
ゅ
ゑ
其
意

を
解
し
難
し
。
依
て
梯
ふ
も
の
ハ
梯
ふ
と
し
て
会
社
之
説
明
を

承
り
た
し
。

こ
の
覚
書
に
関
す
る
記
述
は
『
諸
口
差
引
大
帳
』
の
「
保
険
掛
金
」

と
い
う
項
目
の
内
容
と
対
応
し
て
い
る
。
明
治
十
四
年
七
月
十
四
日
、

福
津
家
に
第
八
子
で
三
番
目
の
男
児
が
誕
生
し
た
。
そ
の
子
は
「
三

八
L

と
命
名
さ
れ
た
。
三
八
が
誕
生
す
る
と
翌
々
九
月
か
ら
父
諭
吉
は

死
後
請
取
千
五
百
円
（
毎
年
の
掛
金
六
十
七
円
三
一
十
五
銭
）
、
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
三
八
に
は
満
十
三
歳
請
取
千
五
百
円
（
毎
年
の
掛
金
五
十

五
円
六
十
五
銭
）
の
保
険
に
加
入
し
て
い
て
、
そ
の
掛
金
の
合
計
が
百

二
十
三
一
円
な
の
で
あ
る
。
諭
吉
の
子
供
た
ち
に
対
す
る
教
育
保
険
は
明

治
十
六
年
七
月
に
末
子
大
四
郎
が
誕
生
す
る
と
、
翌
十
七
年
二
月
か
ら

三
人
の
娘
（
俊
、
瀧
、
光
に
満
十
四
歳
請
取
で
千
円
）
、
三
八
に
は
追

加
保
険
（
満
十
八
歳
請
取
千
五
百
円
）
、
大
四
郎
に
は
満
十
八
歳
請
取

三
千
円
（
毎
年
の
掛
金
六
十
七
円
二
十
銭
）
に
加
入
し
て
、
子
供
た
ち

の
教
育
・
結
婚
の
将
来
計
画
を
た
て
て
い
た
。
諭
吉
・
三
八
の
保
険
掛

金
は
明
治
十
四
年
か
ら
同
二
十
六
年
ま
で
十
二
年
問
、
九
帳
面
に
毎
年

九
月
七
日
（
十
八
年
は
八
日
、
十
九
年
は
六
日
）
に
梯
込
ま
れ
て
い
る

が
、
明
治
二
十
七
年
は
九
月
十
二
日
に
「
諭
吉
分
払
」
と
し
て
六
十
七

円
三
十
五
銭
の
み
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
三
八
分
は
大
四
郎
と
共
に
加
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入
し
た
保
険
分
の
み
で
あ
る
。
覚
書
中
に
あ
る
「
割
戻
」
は
「
過
日
」

と
あ
る
が
、
実
は
一
年
前
の
二
十
六
年
九
月
六
日
に
二
十
三
円
三
十
六

銭
が
入
金
さ
れ
て
お
り
、
二
十
七
年
九
月
十
二
日
に
は
一
二
八
分
の
満
期

請
取
り
と
し
て
千
五
百
円
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
覚

書
は
三
八
分
満
期
直
前
の
、
明
治
二
十
七
年
九
月
に
記
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

こ
の
「
保
険
掛
金
」
の
項
目
は
同
じ
金
額
を
毎
年
記
載
す
る
の
が
億

劫
に
な
っ
た
た
め
か
、
諭
吉
は
明
治
三
十
年
二
月
の
記
載
分
の
後
に

「
以
下
例
の
通
り
掛
け
遣
す
面
倒
ゆ
ゑ
一
々
記
さ
ず
」
と
あ
っ
て
、
以

下
の
記
載
は
な
い
。

以
上
五
通
の
書
翰
と
一
通
の
覚
書
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
が
、
最
初

に
述
べ
た
よ
う
に
書
翰
と
言
え
ど
も
内
容
は
覚
書
の
よ
う
な
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
ら
が
一
括
し
て
出
品
さ
れ
た
と
い
う
点
を
考
慮
す
る
と
、
こ

れ
ら
の
新
史
料
は
交
詞
社
の
会
計
を
あ
ず
か
り
、
福
津
家
の
家
人
同
様

と
言
わ
れ
た
木
原
寅
吉
の
近
辺
の
者
が
所
蔵
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い

か
と
推
察
さ
れ
る
。
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（注）（1
）
『
福
津
諭
吉
全
集
』
（
以
下
、
単
に
『
全
集
』
と
略
記
）
第
二
十
一
巻
、

三
七
ペ
ー
ジ
。

（2
）
『
全
集
』
第
十
八
巻
八

O
七
ペ
ー
ジ
。

（3
）
『
福
津
諭
吉
伝
』
第
三
巻
二
三
九
ベ
｜
シ
。

（4
）
明
治
二
十
二
年
六
月
二
十
九
日
付
、
同
二
十
三
年
五
月
八
日
付
、
同
年

八
月
七
日
付
、
以
上
い
ず
れ
も
『
全
集
』
第
十
八
巻
三

O
六
、
一
二
七
八
、
四

一
0
ペ
ー
ジ
。

（5
）
『
全
集
』
第
二
十
一
巻
七
八
ペ
ー
ジ
以
下
。

（6
）
『
全
集
』
第
二
十
一
巻
四
五

0
ペ
ー
ジ
。

さ
し

っ
た
え

慶
麿
義
塾
高
等
学
校
教
諭
）


